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井

林
　

清

一  

能
楽
囃
子
方
　
石
井
流
大
鼓
方

　
　

重
要
無
形
文
化
財
総
合
指
定
保
持
者

上
京
区
実
相
院
町

　

舞
台
中
央
に
シ
テ
方
が
立
ち
、
舞
台
右
手
前
の
ワ
キ
柱
の
傍
に
座
る
の

が
ワ
キ
方
。
客
席
か
ら
見
て
右
手
横
に
並
ぶ
の
が
地じ
う
た
い謡
、
シ
テ
方
の
背
後
、

松
が
大
き
く
描
か
れ
た
鏡
板
の
前
に
位
置
す
る
の
が
囃
子
方
と
後こ

う

見け
ん

。
小

鼓
、
大
鼓
（
お
お
か
わ
と
も
い
う
）、
太
鼓
は
互
い
に
「
ヤ
ー
」「
イ
ヤ
ー
」

「
ハ
ー
」
な
ど
と
声
を
掛
け
な
が
ら
合
奏
す
る
。
ひ
と
き
わ
快
い
音
色
が
観

客
を
引
き
込
ん
で
い
く
。

　

能
楽
の
一
つ
の
演
目
の
中
に
は
、「
謡
い
だ
け
が
奏
さ
れ
る
場
面
」「
謡

い
と
囃
子
が
合
わ
せ
て
奏
さ
れ
る
場
面
」「
囃
子
だ
け
が
奏
さ
れ
る
場
面
」

が
あ
り
、
互
い
に
入
り
組
ん
で
い
る
。「
謡
い
と
囃
子
が
合
わ
せ
て
奏
さ
れ

る
場
面
」
の
囃
子
は
謡
い
を
伴
奏
し
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。

　

能
楽
は
あ
く
ま
で
シ
テ
方
が
主
役
だ
が
、
ワ
キ
方
、
囃
子
方
、
狂
言
方

の
協
力
が
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
、
室
町
時
代
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
日
本

独
特
の
音
楽
劇
で
、
こ
の
三
方
を
「
三
役
」
と
呼
ん
で
い
る
。

　

掛
け
声
も
ま
た
重
要
な
音
楽
的
要
素
で
、
流
派
に
よ
っ
て
品
位
や
気
合

の
表
現
も
さ
ま
ざ
ま
。
囃
子
方
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
次
第
で
、
演
目
の
出
来

栄
え
を
左
右
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
江
戸
時
代
以
降
、
四
役
そ
れ

ぞ
れ
一
人
一
芸
の
分
業
制
度
が
守
ら
れ
、
担
当
し
な
い
楽
器
を
演
奏
す
る

こ
と
は
な
い
。

　

井
林
さ
ん
は
１
９
３
７
（
昭
和
12
）
年
生
ま
れ
の
満
84
歳
、
重
要
無
形

文
化
財
総
合
指
定
保
持
者
の
一
人
で
も
あ
る
。

　

井
林
さ
ん
の
祖
父
に
あ
た
る
井
林
清
兵
衛
は
、
西
陣
で
手
広
く
撚ね
ん

糸し

業

を
営
み
、
京
都
市
会
議
員
も
務
め
た
西
陣
の
実
力
者
で
あ
っ
た
が
、
子
ど

も
が
な
く
、
金こ
ん

春ぱ
る

流
の
太
夫
の
家
で
あ
る
竹
田
権
兵
衛
家
の
次
男
と
し
て

生
ま
れ
、
清
兵
衛
の
養
子
に
入
っ
た
の
が
、
井
林
さ
ん
の
父
で
あ
る
。

　
「
私
の
父
は
撚
糸
業
を
継
い
だ
傍
ら
ガ
レ
ー
ジ
な
ど
を
経
営
、
狂
言
の
茂

山
さ
ん
、
小
鼓
の
曽
和
さ
ん
、
あ
る
い
は
種
田
さ
ん
な
ど
能
楽
界
の
第
一

人
者
と
も
交
友
を
深
め
て
お
り
、
私
も
こ
う
し
た
人
た
ち
か
ら
い
ろ
い
ろ

学
ん
で
い
ま
し
た
」

　
「
能
楽
」
で
シ
テ
方
や
ワ
キ
方
が
演
じ
る
舞
や
、
謡う
た

い
の
演
奏
を
担
う

囃
子
方
。
笛
方
、
小こ

つ
づ
み鼓
方か
た

、
大
お
お
つ
づ
み
か
た

鼓
方
、
太た
い

鼓こ

方か
た

の
四
役
が
あ
り
、
こ
れ
を

四し
び
ょ
う
し

拍
子
と
総
称
す
る
。
そ
の
大
鼓
方
で
、
若
く
か
ら
白し
ら

峯み
ね

神じ
ん

宮ぐ
う

の
傍
ら
に
居

を
構
え
、
上
京
薪
能
に
も
長
年
尽
力
し
て
こ
ら
れ
た
石
井
流
大
鼓
方
の
井い

ば
や
し林

清せ
い

一い
ち

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
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舞
台
へ
の
出
演
は
、
シ

テ
方
が
「
ワ
キ
や
地
謡
は

誰
そ
れ
に
」、「
笛
は
こ
な

た
に
」、「
鼓
を
お
願
い
す

る
」
と
公
演
ご
と
、
そ
れ

ぞ
れ
に
声
を
掛
け
て
出
演

者
が
決
ま
っ
て
い
く
。
い

ず
れ
も
極
め
て
専
門
職
で

あ
る
だ
け
に
そ
の
顔
ぶ
れ

は
年
齢
や
経
験
に
よ
っ
て

あ
る
程
度
は
固
定
化
し
て

い
る
よ
う
だ
。
井
林
さ

ん
が
属
す
る
京
都
能
楽
会

（
１
９
４
１
年
１
月
設
立
）

１
２
８
人
の
会
員
中
、
石

井
流
大
鼓
方
は
７
人
を
数
え
る
が
、
会
員
ゼ
ロ
の
流
派
も
い
く
つ
か
あ
る
。

　

能
楽
囃
子
の
魅
力
を
次
代
に
伝
え
よ
う
と
、
井
林
さ
ん
は
京
都
能
楽
囃

子
方
同ど
う

明め
い

会か
い

（
２
０
１
２
年
10
月
法
人
設
立
）
会
員
と
し
て
学
校
公
演
や

子
ど
も
た
ち
が
囃
子
を
稽
古
し
て
実
演
す
る
「
こ
ど
も
能
楽
囃
子
教
室
」

な
ど
の
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
き
た
。「
昨
今
は
私
が
直
接
指
導
に
回
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
息
子
や
若
い
人
た
ち
が
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
」

と
い
い
、
室
町
時
代
に
始
ま
る
能
楽
―
そ
の
囃
子
を
次
代
に
継
承
さ
せ
る

意
欲
が
衰
え
る
こ
と
は
な
い
。

（
福
井　

和
雄
）

　
「
そ
の
お
一
人
が
石
井
流
大
鼓
方
の
谷
口
勝
三
師
で
し
た
。
石
井
流
は
そ

の
当
時
は
家
元
不
在
で
こ
の
方
が
流
派
の
先
頭
に
立
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

父
と
の
話
の
中
で
『
大
鼓
の
本
職
』
に
な
ら
な
い
か
と
勧
め
ら
れ
、
こ
の

道
に
入
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
大
阪
万
国
博
前
の
昭
和
40
年
代
前
半
の
こ
と

で
し
た
」。

　

満
30
歳
に
な
ろ
う
と
す
る
時
だ
か
ら
、
遅
い
プ
ロ
化
だ
っ
た
の
か
も
知

れ
な
い
が
、
そ
れ
で
も
大
鼓
一
筋
、
半
世
紀
を
超
え
た
。

　

次
に
お
道
具
に
つ
い
て
の
話
で
あ
る
が
、
四
拍
子
の
う
ち
、
小
鼓
と
大

鼓
は
２
枚
の
馬
皮
を
桜
材
の
胴
に
挟
み
、
調
べ
緒
と
い
う
麻
製
の
紐
を
通

し
て
組
み
上
げ
た
打
楽
器
。
大
鼓
は
小
鼓
よ
り
一
回
り
大
き
く
、
演
奏
前

に
皮
を
炭
火
に
あ
て
乾
燥
さ
せ
て
、
調
べ
緒
を
き
つ
く
締
め
上
げ
組
み
立

て
る
。
こ
れ
を
左
手
に
持
っ
て
左
膝
に
置
き
、
右
手
を
横
に
差
し
出
し
大

き
く
上
げ
て
強
く
、
弱
く
、
あ
る
時
は
抑
え
て
打
ち
こ
む
。

　
「
石
井
流
で
は
、
流
儀
と
し
て
本
来
は
素
手
で
打
つ
の
で
す
が
、
最
近
は

曲
目
が
多
く
な
り
手
に
負
担
が
掛
か
る
た
め
、右
手
の
中
指
や
薬
指
に
「
指

皮
」
を
は
め
、
掌
て
の
ひ
らに
「
当
て
皮
」
を
着
け
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
」

　
「
こ
う
し
た
乾
燥
具
合
や
締
め
具
合
に
よ
っ
て
、
音
が
い
ろ
い
ろ
と
変
わ

る
の
で
す
わ
。
そ
の
日
の
天
候
で
も
、
調
べ
緒
の
握
り
具
合
に
よ
っ
て
も

違
っ
て
き
ま
す
」
と
井
林
さ
ん
。
小
鼓
が
柔
ら
か
い
音
色
な
の
に
対
し
て
、

大
鼓
は
と
て
も
甲
高
い
、
鋭
く
澄
ん
だ
音
が
出
る
こ
と
が
一
番
の
特
徴
と

い
う
。

　

素
材
の
馬
皮
の
入
手
に
も
苦
労
が
多
い
。「
こ
ち
ら
が
頼
ん
だ
枚
数
や
大

き
さ
が
思
う
よ
う
に
叶
わ
な
い
こ
と
が
あ
る
。
手
元
で
の
乾
燥
も
欠
か
せ

な
い
」
そ
う
だ
。
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上
京
区
は
平
安
時
代
以
降
、
各
時
代

に
ゆ
か
り
の
史
蹟
が
複
層
的
に
積
み
重

な
っ
た
稀
有
な
地
域
で
あ
り
、
様
々
な

文
化
を
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。
上
京

区
文
化
振
興
会
で
は
上
京
の
史
蹟
や
文

化
を
、
昭
和
51
（
１
９
７
６
）
年
よ
り

「
上
京
史
蹟
だ
よ
り
」、「
上
京
乃
史
蹟
」、

「
上
京
区
の
史
蹟
百
選
」
や
本
誌
「
上

京 

史
蹟
と
文
化
」
で
継
続
し
て
紹
介

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
、
上
京
区
役
所
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
残
念
な
が
ら
個
別
の
文
章
を
検
索

す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
本
稿
で
は

「
春
日
学
区
」
地
域
（
以
降
、
春
日
と

表
記
）
の
歴
史
と
史
蹟
を
鳥
瞰
的
に
紹

介
し
ま
す
が
、
併
せ
て
先
人
の
詳
細
な

記
事
を
参
照
で
き
る
よ
う
に
し
て
み
ま

し
た
。

春
日
の
歴
史

　

春
日
は
概
ね
、
東
は
鴨
川
、
西
は
京

都
御
苑
、
北
は
広
小
路
通
、
南
は
丸
太

町
通
一
筋
南
の
御
霊
図
子
通

の
範
囲
（
図
）
で
す
。
平
安
京

の
東
端
が
東
京
極
大
路
、
現
在

の
寺
町
通
で
す
か
ら
、
春
日
は

平
安
京
域
の
東
端
の
す
ぐ
外

に
あ
た
り
ま
す
。

　

平
安
時
代
の
初
期
に
は
、
春

日
は
平
安
京
外
で
あ
り
、
ま
た

当
時
は
鴨
川
の
河
原
が
河
原
町

通
辺
り
ま
で
あ
り
氾
濫
原
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
未
開
発
の
地

で
あ
り
ま
し
た
。
平
安
京
の
右

京
が
衰
退
し
、
左
京
が
発
展
す

る
に
し
た
が
い
平
安
時
代
中
頃

（
９
０
０
年
代
）
に
は
、
寺
町

通
よ
り
西
（
現
在
の
京
都
御
苑

周
辺
）
に
藤
原
氏
等
の
有
力
貴
族
の
邸

宅
が
建
ち
並
ん
で
い
き
ま
す
。
寺
町
通

よ
り
東
に
も
、
鴨
川
堤
に
住
ん
だ
こ
と

か
ら
堤
中
納
言
と
号
し
た
藤
原
兼
輔（
紫

式
部
の
曾
祖
父
）
の
邸
宅
（
図
⑥
廬ろ

山ざ
ん

寺じ

の
辺
り
、
参
照
1
、
参
照
2
）
や
祇ぎ

陀だ

林り
ん

寺じ

が
建
ち
始
め
ま
す
。
１
０
２
２

年
に
は
藤
原
道
長
が
「
望
月
の
歌
」
を

詠
ん
だ
場
所
と
し
て
有
名
な
土つ
ち

御み

門か
ど

殿ど
の

（
図
⑤
、
参
照
2
）
の
東
に
、
当
時
最
大

級
の
寺
院
法ほ
う
じ
ょ
う
じ

成
寺
（
図
④
道
長
の
臨
終

の
姿
、
参
照
3
、
参
照
4
）
を
建
立
し

ま
し
た
。（
平
安
京
の
内
に
は
寺
院
を
作

ら
な
い
ル
ー
ル
を
踏
ま
え
て
い
ま
す
）

　

栄
華
を
誇
っ
た
法
成
寺
も
、
藤
原
氏

の
権
力
が
衰
え
る
と
と
も
に
寂
れ
て
い

き
、
南
北
朝
時
代
に
は
完
全
に
廃
墟
と

な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
応
仁
・
文
明
の

乱
（
１
４
６
７
～
１
４
７
７
）
に
よ
り

市
街
地
が
上
の
町
と
下
の
町
に
縮
小
し

た
戦
国
時
代
に
は
春
日
は
特
に
見
る
も

の
の
な
い
荒
廃
し
た
地
域
に
な
り
ま
す
。

豊
田
　
博
一

上
京
探
訪
シ
ナ
リ
オ
研
究
会

御
所
東 

鴨
川
を
望
む
春
日

図　京・上京探訪～語り部と歩く 1200 年～春日コース
地図は上京区役所ホームページの「京・上京探訪」バナーから閲覧・ダウンロードすることができます。

⑭女紅場址
⑮旧京都中央
　電話局上分局
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豊
臣
秀
吉
が
天
正
18
（
１
５
９
０
）

年
頃
か
ら
行
っ
た
寺
町
の
造
営
と
御
土

居
の
建
設
に
よ
り
、
春
日
の
風
景
は
一

変
し
ま
す
。
秀
吉
が
集
め
た
寺
院
が
春

日
の
地
域
に
も
、
百ひ
ゃ
く
ま
ん
べ
ん

萬
遍
知ち

恩お
ん

寺じ

や

行ぎ
ょ
う
が
ん
じ

願
寺
（
革こ
う

堂ど
う

）
を
始
め
と
し
て
20
余

建
ち
並
び
ま
し
た
。
ま
た
、
慶
長
5

（
１
６
０
０
）
年
に
は
、
護ご
じ
ょ
う
い
ん

浄
院
（
図
③

通
称
・
清き
よ
し
こ
う
じ
ん

荒
神
、
参
照
4
）
が
現
在
地

に
遷
座
、
志
賀
越
道
に
繋
が
る
京
の
七

口
の
一
つ
「
荒
神
口
」
や
鴨
川
に
架
け

ら
れ
た
「
荒
神
橋
」（
図
⑩
、
参
照
4
、

参
照
5
、
参
照
6
）
の
名
称
は
護
浄
院

に
祀
ら
れ
た
三
宝
荒
神
に
由
来
し
ま
す
。

　

次
の
大
き
な
転
機
が
寛
文
10
（
１

６
７
０
）
年
、
鴨
川
の
護
岸
工
事
（
寛

文
新
堤
の
築
造
）
と
、
宝
永
5
（
１
７

０
８
）
年
3
月
の
宝
永
の
大
火
で
し
た
。

「
寛
文
新
堤
」
に
よ
り
開
発
が
可
能
と

な
っ
た
河
原
町
通
以
東
が
新
地
と
し
て

市
街
地
化
さ
れ
だ
し
、
併
せ
て
お
土
居

が
取
り
崩
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、

宝
永
の
大
火
に
よ
り
、
現
在
の
京
都
御

苑
一
帯
か
ら
鴨
川
ま
で
が
内
裏
も
含
め

焼
失
し
ま
す
が
、
再
建
に
当
た
り
公
家

町
を
拡
張
・
整
備
す
る
た
め
に
、
烏
丸

通
東
側
と
丸
太
町
通
北
側
の
町
家
や
周

辺
の
寺
院
を
強
制
移
転
さ
せ
ま
す
。
こ

の
時
、
春
日
に
建
ち
並
ん
で
い
た
寺
院

の
大
半
が
二
条
川
東
に
移
転
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
跡
地
や
、
河
原
町
以
東
の
新

地
に
は
公
家
屋
敷
や
幕
府
の
役
宅
等
が

建
て
ら
れ
ま
し
た
。 

頼ら
い

山さ
ん

陽よ
う

の
山さ
ん

紫し

水す
い

明め
い

処し
ょ

（
図
⑬
、
参
照
4
、
参
照
7
）
や

薩
土
盟
約
の
舞
台
と
な
っ
た
吉
田
屋

（
図
⑫
、
参
照
4
）
が
あ
っ
た
東
三
本
木

も
こ
の
時
期
に
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
維
新
と
東
京
奠て
ん

都と

に
よ
り
、
京

都
は
人
口
が
激
減
し
最
大
の
危
機
を
迎

え
ま
し
た
。
京
都
は
こ
の
危
機
を
日
本

で
最
初
の
学
区
制
小
学
校
で
あ
る
64
校

の
「
番
組
小
学
校
」
の
設
置
等
の
教
育

充
実
と
先
進
的
な
勧
業
施
策
で
近
代
化

を
図
る
こ
と
に
よ
り
乗
り
越
え
て
い
き

ま
し
た
。

　

春
日
に
は
、
こ
の
時
期
に
明
治
2

（
１
８
６
９
）
年
上
京
第
三
十
番
組
小

学
校
（
注
1 

図
⑯
元
春
日
小
学
校
、

現
在
は
御
所
東
小
学
校
）、
明
治
5
年

女に
ょ

紅こ
う

場ば

（
注
2 

図
⑭
）、
明
治
8
年
同

志
社
英
学
校
（
新
島 

襄
旧
邸 

図
② 

参

照
3
、
参
照
6
）、
明
治
33
年
私
立
京

都
法
政
学
校
（
注
3
）
と
次
々
と
現
代

に
も
繋
が
る
教
育
施
設
が
創
設
さ
れ
て

い
き
ま
し
た
。
ま
た
鴨
川
両
岸
（
三
条

～
今
出
川
）
は
明
治
時
代
初
期
の
勧
業

施
策
の
中
心
地
で
あ
り
、
明
治
5
年
に

は
、
京
都
牧
畜
場
（
注
4 

図
⑪
）
が

設
置
、
明
治
13
年
に
は
療
病
院
（
現
京

都
府
立
医
科
大
学 

図
⑧ 

参
照
8
）
が

移
転
し
て
き
ま
し
た
。

注
1　

創
立
当
初
は
、
河
原
町
通
丸
太
町
下
ル
伊
勢

屋
町
、
明
治
10
（
１
８
７
７
）
年
に
高
辻
家

の
邸
址
に
移
転
（
現
在
地
）。
当
時
は
集
会
所

や
消
防
署
等
を
兼
ね
て
お
り
、
以
降
春
日
の

中
心
施
設
と
し
て
現
代
に
繋
が
る
。
平
成
7

（
１
９
９
５
）
年
に
御
所
南
小
学
校
に
統
合
さ

れ
廃
校
。
平
成
30
（
２
０
１
８
）
年
「
御
所
東

小
学
校
」
と
し
て
開
校
。

注
2　

九
条
家
河
原
町
別
邸
内
に
設
け
ら
れ
た
。
英
学

と
女
工
（
手
芸
・
手
工
）
の
二
科
を
置
き
、
新

英
学
校
女
紅
場
と
呼
ば
れ
た
。
新
島
襄
の
妻
で

あ
る
八
重
が
、「
権ご

ん
し
ゃ
ち
ょ
う
け
ん
き
ょ
う
ど
う
し
ほ

舎
長
兼
教
導
試
補
」
を
務
め

て
い
た
と
記
録
が
あ
る
。
明
治
34
（
１
９
０
１
）

年
に
は
寺
町
通
荒
神
口
下
ル
に
移
転
（
現
府
立

鴨
沂
高
校
）。
跡
地
に
は
吉
田
鉄
郎
設
計
の
旧
京

都
中
央
電
話
局
上
分
局
（
図
⑮ 

参
照
9
）
が
大

正
13
（
１
９
２
４
）
年
に
竣
工
、
そ
の
特
異
な

外
観
を
現
代
に
伝
え
て
い
る
。

注
3　

立
命
館
大
学
の
前
身
、
西
園
寺
公
望
の
秘
書
を

務
め
た
中
川
小
十
郎
が
東
三
本
木
「
清せ

い

輝き

楼ろ
う

」

に
て
開
設
。

注
4　

荒
神
橋
東
、
旧
練
兵
場
敷
地
に
近
代
的
牧
畜
の

振
興
の
為
に
設
置
。
搾
り
た
て
の
牛
乳
を
一
合

五
銭
で
販
売
し
、
バ
タ
ー
、
練
乳
、
粉
乳
の
製

造
を
手
が
け
、
ま
た
、
羊
の
毛
を
刈
り
取
っ
て
、

希
望
者
に
販
売
も
し
て
い
た
。
か
つ
て
「
お
ら

ん
だ
・
げ
ん
げ
」
と
呼
ば
れ
て
、
こ
の
一
帯
に

白
い
花
を
咲
か
せ
た
ダ
ッ
チ
・
ク
ロ
ー
バ
ー
は
、

わ
が
国
で
初
め
て
輸
入
さ
れ
、
植
え
ら
れ
た
。
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た
時
代
が
下
が
る
と
と
も
に
地
域
の
産う
ぶ

土す
な

神が
み

（
土
地
の
守
護
神
）
と
し
て
の
色

彩
を
強
め
て
い
き
ま
し
た
。
社
地
は
寺

町
今
出
川
北
辺
り
か
ら
新
町
出
水
の
西

へ
（
平
安
末
期
頃
）、
さ
ら
に
秀
吉
の
寺

町
造
営
に
伴
い
、
天
正
18
（
１
５
９
０
）

年
に
現
在
地
に
移
転
し
て
い
ま
す
。（
こ

の
頃
に
現
代
に
続
く
氏
子
圏
（
東
は
鴨

川
、
西
は
堀
川
、
北
は
出
水
通
、
荒
神

口
通
、
南
は
二
条
通
）
が
定
ま
っ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。（
宝
永
の
大
火
に
よ

り
多
数
の
氏
子
が
移
転
し
た
二
条
川
東

も
以
降
は
氏
子
圏
に
編
入
））。
元
弘
元

（
１
３
３
１
）
年
以
降
は
内
裏
が
現
在
の

京
都
御
所
付
近
に
定
着
し
た
事
や
、
秀

吉
や
徳
川
幕
府
の
政
策
に
よ
り
公
家
屋

敷
が
現
在
の
京
都
御
苑
に
集
中
さ
せ
ら

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
御
所
や
公
家
の
産

　

最
後
に
、
下
御
霊
神
社
（
図
①
）
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
「
上
京 

史
蹟

と
文
化
」
等
で
も
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
は
、
社
殿
所

在
地
が
中
京
区
で
あ
る
こ
と
（
宮
司
の

住
居
は
上
京
区
）
か
ら
「
上
京 

史
蹟

と
文
化
」
の
編
集
委
員
も
し
て
お
ら
れ

た
下
御
霊
神
社
の
故
出い
ず
も雲
路じ

敬よ
し

直な
お

宮
司

が
遠
慮
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
春
日
の
大
部
分
を
氏
子
圏
（
現
代

の
上
京
に
お
い
て
も
、
祭
り
を
通
じ
た

氏
子
の
繋
が
り
は
地
域
の
結
集
力
の
大

き
な
要
素
で
す
）
に
持
つ
下
御
霊
神
社

を
紹
介
致
し
ま
す
。

下
御
霊
神
社

　

平
安
時
代
初
期
に
寺
町
今
出
川
の
北

辺
り
に
あ
っ
た
下
出
雲
寺
の
鎮
守
社
に

起
源
を
持
ち
、
貞
観
5
（
８
６
３
）
年

に
神
泉
苑
で
催
さ
れ
た
悪
疫
退
散
の

御ご
り
ょ
う霊
会え

（
貴
人
の
怨
霊
が
も
た
ら
す
疫

病
や
災
害
を
、
御
霊
と
し
て
祀
り
、
慰

め
る
こ
と
に
よ
り
、災
禍
を
防
ぐ
催
し
）

に
由
来
す
る
と
伝
わ
り
ま
す
。

　

中
世
に
は
上
御
霊
神
社
（
正
式
名
称

は
御
霊
神
社
）
と
と
も
に
悪
疫
退
散
の

神
社
と
し
て
信
仰
を
広
め
て
い
き
、
ま

土
神
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
い
き

ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
の
下
御
霊
神
社
の
神
幸

祭
・
還
幸
祭
の
際
に
は
仙
洞
御
所
及
び

大
宮
御
所
ま
で
お
神み

輿こ
し

が
巡
行
、
門
前

に
て
“
神
輿
の
奉ほ
う

安あ
ん

”
と
“
神か
ん

主ぬ
し

奉ほ
う

幣べ
い

の
儀
”
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
恒
例
と
な

り
（
明
治
よ
り
中
断
さ
れ
て
い
た
が
令

和
元
年
に
復
活
）、
ま
た
建
物
（
仮
皇

居
内な
い
し
ど
こ
ろ

侍
所
旧
殿
）
や
神
輿
な
ど
も
数
多

く
下
賜
さ
れ
て
い
ま
す
。
下
御
霊
神
社

の
本
殿
は
寛
政
２ 

（
１
７
９
０
）
年
に

仮
皇
居
の
内
侍
所
を
、
大
宮
神
輿
は
宝

永
６
（
１
７
０
９
）
年
に
東
山
天
皇
、

霊れ
い

元げ
ん

上
皇
よ
り
下
賜
さ
れ
た
も
の
で

す
。
特
に
霊
元
上
皇
は
下
御
霊
神
社
へ

の
信
仰
が
厚
く
、
御ご

遺い

勅ち
ょ
くに
よ
り
神
社

に
祀
ら
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
下
御
霊
神
社
は
江
戸
時
代

初
期
の
儒
学
者
、神
道
家
の
山や
ま

崎ざ
き

闇あ
ん

斎さ
い

（
１
６
１
９—

１
６
８
２
）
ゆ
か
り
の

神
社
で
も
あ
り
ま
す
。

　

山
崎
闇
斎
は
神
道
と
儒
学
を
関
連
さ

せ
つ
つ
独
自
の
説
（
垂す
い

加か

神し
ん

道と
う

等
）
を

展
開
・
実
践
し
た
異
彩
を
放
つ
学
者
で

あ
り
、
門
人
６
０
０
０
人
と
称
さ
れ

る
多
く
の
弟
子
を
育
て
、
そ
の
思
想

以
下
の
参
照
は
上
京
区
役
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
・
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
上
京
区
役
所
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
あ
る
「
サ
イ
ト
内
検
索
」

で
そ
れ
ぞ
れ
「
史
蹟
と
文
化
」「
上
京
乃
史
蹟
」「
上
京
区

の
史
蹟
百
選
」
を
入
力
検
索
の
上
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

参
照
1　

上
京
史
蹟
と
文
化
48
号　

廬
山
寺
「
鬼
の
法

楽
」
と
元
三
大
師
「
良
源
」
小
嶋
一
郎
氏

参
照
2　

上
京
史
蹟
と
文
化
58
号
『
源
氏
物
語
』「
若

紫
の
巻
」
ゆ
か
り
の
地—

土
御
門
邸
跡
・
廬

山
寺—

　

山
本
淳
子
氏

参
照
3　

上
京
史
蹟
と
文
化
24
号　

大
路
小
路　

寺
町
通

出
雲
路
敬
直
氏

参
照
4　

上
京
史
蹟
と
文
化
43
号　

大
路
小
路　

荒
神

口
通　

出
雲
路
敬
直
氏　

東
三
本
木
の
こ
と

髙
木
清
氏

参
照
5　

上
京
乃
史
蹟 

10
号　

古
版
画
に
見
る
上
京

荒
神
橋　

大
塚
隆
氏

参
照
6　

上
京
乃
史
蹟 

28
号　

上
京
の
古
地
図　

荒
神

口
と
荒
神
河
原　

大
塚
隆
氏　

上
京
の
昔
ば

な
し　

明
治
開
花
の
家　

中
島
泰
之
助
氏

参
照
7　

上
京
乃
史
蹟 

26
号　

上
京
の
古
地
図　

鴨
涯

と
山
紫
水
明　

大
塚
隆
氏

参
照
8　

上
京
史
蹟
と
文
化
45
号　

大
路
小
路　

河
原

町
通
（
下
）
出
雲
路
敬
直
氏

参
照
9　

上
京
区
の
史
蹟
百
選　

旧
京
都
中
央
電
話
局

上
分
局

熊野牛
ご

王
おう

符
ふ

の裏面に書かれた山崎闇斎
への渋川春

はる

海
み

（二世安井算哲）の入門
誓
せい

文
もん

（社家出雲路家所蔵）。渋川春海は
江戸時代前期の天文暦学者、囲碁棋士、
神道家。貞

じょうきょうれき

享暦の作成者として著名。

は
幕
末
の
勤
皇
思
想
へ
と
繋
が
っ
て

行
き
ま
し
た
。
当
時
の
下
御
霊
神
社

神
主
、
出い
ず
も雲
路じ

信の
ぶ

直な
お

（
１
６
５
０—

１
７
０
３
）
が
、
闇
斎
の
高
弟
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
関
係
資
料
が
社
家
出
雲

路
家
に
数
多
く
相
伝
さ
れ
て
お
り
、
毎

年
2
月
22
日
～
23
日
に
は
社
務
所
に
て

展
覧
さ
れ
て
い
ま
す
。
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町
名
・
地
名
は
歴
史
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

　—
 

神
社
由
来
の
地
名 

編 —

　

上
席
特
別
客
員
研
究
員

小
嶋
　
一
郎

京
都
産
業
大
学
　
日
本
文
化
研
究
所

　
「
歴
史
の
証
人
、
上
京
区
の
町
名
・

地
名
」
案
内
シ
リ
ー
ズ
の
第
３
回
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
回
は
「
神
社
由
来
の
地
名
」
に
つ

い
て
、
幾
つ
か
の
興
味
深
い
町
名
を
ご

紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
前

回
の
寺
院
も
そ
う
で
し
た
が
、
上
京
区

に
は
由
緒
あ
る
神
社
が
数
多
く
、
そ
の

社
に
由
来
、
或
い
は
関
連
の
あ
る
町
名

に
興
味
深
い
も
の
が
多
々
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
寺
院
由
来
の
町
名
の
場
合
は
、

町
名
ひ
と
つ
に
完
結
す
る
場
合
が
多
い

の
に
対
し
、
神
社
由
来
の
町
名
は
複
数

存
在
す
る
こ
と
が
多
く
、
そ
れ
だ
け
広

大
な
境
内
地
・
氏
子
区
域
を
有
し
て
い

た
こ
と
が
、
偲
ば
れ
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
歴
史
の
流
れ
の
中
で
、戦
や
火
災
、

地
震
な
ど
人
災
天
災
で
、
規
模
縮
小
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
り
、
ま
た
移
転
し
て

し
ま
っ
た
り
、
歴
史
の
渦
に
飲
み
込
ま

れ
て
し
ま
っ
た
り
し
た
社
も
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
し
か
し
町
名
は
、
そ
ん
な
流

転
の
歴
史
を
歩
ん
だ
社
の
記
憶
を
し
っ

か
り
と
留
め
て
い
る
の
で
す
。

★
「
竪
た
て
し
ん
め
い
ち
ょ
う

神
明
町
・
横
よ
こ
し
ん
め
い
ち
ょ
う

神
明
町
・
晴
せ
い
め
い
ち
ょ
う

明
町
」

　
（
猪
熊
通
元
誓
願
寺
下
ル
辺
り
）

　

現
在
、
晴
明
神
社
の
建
つ
位
置
は
、

平
安
時
代
の
中
頃
に
安
倍
晴
明
の
邸
宅

が
あ
っ
た
場
所
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
平

安
時
代
半
ば
頃
ま
で
の
内
裏
は
、
現
在

の
千
本
丸
太
町
を
中
心
と
す
る
一
角
に

あ
り
、
都
の
中
心
か
ら
見
れ
ば
鬼
門
の

方
角
を
守
る
と
い
う
意
味
で
、
陰
陽
師

安
倍
晴
明
が
居
を
構
え
た
と
伝
わ
り
ま

す
。
安
倍
晴
明
の
邸
宅
跡
は
別
の
場
所

と
い
う
説
も
あ
り
、
こ
ち
ら
は
ま
た
次

回
以
降
に
取
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

晴
明
神
社
か
ら
、南
へ
す
ぐ
の
町
に
「
竪

神
明
町
」
と
「
横
神
明
町
」
が
有
り
、

す
ぐ
隣
に
は
「
晴
明
町
」
と
い
う
町
も

存
在
し
ま
す
。「
神
明
町
」
の
「
神
明
」

は
、「
神
明
宮
（
社
）」
則
ち
天
照
大
神

を
祀
る
神
社
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う

な
の
で
す
が
、「
神
明
宮
（
社
）」
系
の

神
社
が
存
在
し
た
と
い
う
古
地
図
が
見

当
た
り
ま
せ
ん
。
お
そ
ら
く
は
神
様
と

な
っ
た
安
倍
晴
明
を
祀
る
と
い
う
こ
と

で
、町
名
を
定
め
た
頃
の
崇
敬
者
は
「
晴

明
」
を
「
神
明
」
と
と
ら
え
、
町
名
を

名
付
け
た
の
だ
と
推
測
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
北
野
天
満
宮
の
西
北
、
平
野

神
社
の
程
近
く
に
「
神
明
町
」
が
有

り
ま
す
が
、
こ
ち
ら
は
平
安
京

の
頃
よ
り
大だ
い
じ
ょ
う
え

嘗
会
（
現
在
の
大

嘗
祭
）
が
行
わ
れ
て
き
た
斎
場

が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
天
皇
が
即
位
の
年
に
行
う

五
穀
豊
穣
を
天
照
大
神
を
は
じ

め
多
く
の
神
々
に
寿
ぐ
「
大
嘗

安倍晴明像　晴明神社 境内
（写真提供 晴明神社）

https://seishodo.com/
お気軽にお問い合わせください
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会
」
と
い
う
皇
室
の
伝
統
を
町
名
に
込

め
た
好
例
で
す
。

★
「
馬ば

く
ろ
ち
ょ
う

喰
町
」

　

今
出
川
通
御
前
を
中
心
と
す
る
一
帯

　

は
じ
め
て
「
馬
喰
」
と
聞
い
た
の
は
、

東
京
の
「
馬
喰
町
」
に
行
っ
た
時
の
こ

と
で
し
た
。
馬
肉
専
門
の
精
肉
業
者
の

こ
と
か
と
思
い
き
や
、そ
う
で
は
な
く
、

「
馬
の
養
育
、
売
買
を
生
業
と
す
る
人
」

の
こ
と
だ
と
判
っ
た
の
は
随
分
と
後
の

こ
と
で
し
た
。「
喰
ら
う
」
と
い
う
字

に
惑
わ
さ
れ
ま
し
た
が
、
む
し
ろ
「
養

う
」
と
い
う
意
味
に
近
い
よ
う
で
す
。

馬
を
育
て
、調
教
も
す
る
の
で
す
か
ら
、

馬
を
大
事
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
時

代
、「
馬
喰
」
も
大
切
な
職
業
で
し
た
。

北
野
天
満
宮
の
境
内
地
は
、
平
安
時
代

の
初
期
、
右
近
の
馬
場
が
あ
り
、
菅
原

道
真
公
も
馬
を
走
ら
せ
て
い
た
と
い
う

こ
と
で
、
非
常
に
思
い
入
れ
の
深
い
場

所
で
あ
り
、後
に
道
真
公
を
祀
る
社
が
、

そ
の
地
に
建
て
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
も

頷
け
ま
す
。

★
「
上
か
み
て
ん
じ
ん
ち
ょ
う

天
神
町
・
下
し
も
て
ん
じ
ん
ち
ょ
う

天
神
町
・
天
て
ん
じ
ん
き
た
ち
ょ
う

神
北
町
」

　

上
御
霊
前
通
堀
川
西
入　

一
帯

　

天
神
さ
ん
と
い
う
と
「
北
野
天
満
宮
」

を
連
想
し
て
し
ま
い
ま
す
が
、
上
記
の

地
名
の
由
来
と
な
っ
た
の
は
「
水す
い

火か

天て
ん

満ま
ん

宮ぐ
う

」
で
す
。
現
在
も
堀
川
通
上
御
霊

前
上
ル
に
建
っ
て
い
ま
す
。「
天
神
公
園

前
」
の
バ
ス
停
（
南
行
）
の
す
ぐ
東
側

で
す
。
堀
川
通
の
拡
幅
工
事
に
よ
っ
て
、

現
在
地
に
移
っ
た
の
で
す
が
、
町
名
か

ら
当
時
の
広
さ
を
推
測
し
ま
す
と
堀
川

上
御
霊
前
の
交
差
点
を
含
む
、一
丁
（
約

１
０
８
ｍ
）
四
方
か
、
も
う
少
し
東
西

に
広
い
境
内
地
を
持
つ
天
満
宮
で
あ
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。「
水
火
天
満
宮
」
の

由
来
は
、
天
神
さ
ん
（
菅
原
道
真
）
が
、

雷
神
と
な
っ
て
、
都
で
猛
威
を
振
る
っ

た
時
の
こ
と
、
大
水
を
伴
っ
て
火
雷
を

操
る
雷
神
も
、
も
と
学
問
の
師
で
あ
っ

た
延
暦
寺
座ざ

主す

、
尊そ
ん
い
そ
う
じ
ょ
う

意
僧
正
の
法
力
に

よ
っ
て
、
立
ち
向
か
わ
ん
と
し
て
き
た

た
め
、
さ
す
が
に
天
神
さ
ん
も
師
匠
と

は
対
峙
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
こ
の
地

で
石
の
上
に
立
っ
て
天
に
昇
っ
て
帰
っ

た
と
い
う
伝
説
で
す
。
以
来
、都
の
人
々

は
、
水
と
火
と
雷
の
災
難
除
け
の
信
仰

を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
話
で
す
。

★
「
若わ
か
み
や
た
て
ち
ょ
う

宮
竪
町
」・「
若わ
か
み
や
よ
こ
ち
ょ
う

宮
横
町
」・「
東ひ
が
し

若わ
か
み
や
ち
ょ
う

宮
町
」・「
西に
し
わ
か
み
や
き
た
は
ん
ち
ょ
う

若
宮
北
半
町
」・「
西に
し

若わ
か
み
や
み
な
み
は
ん
ち
ょ
う

宮
南
半
町
」

　

大
宮
通
を
北
大
路
通
か
ら
下
が
り
ま

す
と
、歩
い
て
ほ
ん
の
数
分
の
と
こ
ろ
、

ち
ょ
う
ど
建
勲
北
通
と
建
勲
南
通
の
間

に
「
若
宮
八
幡
宮
」
が
建
っ
て
い
ま
す
。

今
宮
神
社
御
旅
所
の
斜
め
向
か
い
に
な

り
ま
す
。
若
宮
八
幡
宮
の
境
内
は
、
実

は
北
区
な
の
で
す
が
、
若
宮
由
来
の
町

名
は
、
全
て
上
京
区
内
で
す
。
平
安
時

代
の
中
頃
、
神
社
の
あ
っ
た
所
に
は
、

源み
な
も
と
の
よ
り
み
つ

頼
光
の
屋
敷
が
あ
っ
た
と
さ
れ
、
屋

敷
神
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
た
の
が
発
祥

で
し
ょ
う
。
同
じ
よ
う
に
六
条
堀
川
の

源
氏
の
館
に
も
、
八
幡
神
が
祀
ら
れ
て

い
た
と
い
う
話
で
、
五
条
通
に
面
し

た
「
若
宮
八
幡
」
の
発
祥
の
地
で
も
あ

り
ま
す
。
ち
な
み
に
源
頼
光
は
、
大
江

山
の
鬼
退
治
や
土
蜘
蛛
退
治
で
有
名
な

武
将
で
、
朝
廷
か
ら
の
信
頼
も
厚
く
、

当
時
勇
名
を
馳
せ
た
藤ふ
じ
わ
ら
の
や
す
ま
さ

原
保
昌
と
も
、

よ
く
行
動
を
共
に
、
ま
た
渡わ
た
な
べ
の
つ
な

辺
綱
、

坂さ
か
た
の
き
ん
と
き

田
金
時
、
卜う
ら
べ
の
す
え
た
け

部
季
武
、
碓う
す
い
さ
だ
み
つ

井
貞
光
ら

有
能
な
武
人
に
も
恵
ま
れ
、
彼
ら
は
俗

に
「
頼
光
四
天
王
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。 「若宮八幡宮」の面する「大宮通」

「ずいき祭 神幸祭」北野天満宮 一ノ鳥居前
（写真提供 北野天満宮）

「登天石」水火天満宮 境内
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★
「
社
や
し
ろ
よ
こ
ち
ょ
う

横
町
」・「
社
や
し
ろ
つ
き
ぬ
け
ち
ょ
う

突
抜
町
」・「
竪た
て
や
し
ろ社

北き
た
は
ん
ち
ょ
う

半
町
」・「た
て
や
し
ろ
み
な
み
は
ん
ち
ょ
う

竪
社
南
半
町
」

　

上
御
霊
前
通
大
宮
西
入

　

西
陣
に
あ
る
こ
の
町
名
の
指
す「
社
」

は
、「
櫟い
ち
い
だ
に
な
な
の

谷
七
野
神
社
」
の
こ
と
で
す
。

現
在
も
、
賀
茂
祭
（
葵
祭
）
の
斎
王
代

が
決
定
す
る
と
、
上
賀
茂
神
社
・
下
鴨

神
社
と
併
せ
て
、
必
ず
「
櫟
谷
七
野
神

社
」
に
も
お
参
り
を
し
ま
す
。
平
安

時
代
の
「
賀か

茂も

斎さ
い

院い
ん

」
跡
の
ひ
と
つ

で
、
そ
の
こ
と
が
賀
茂
祭
（
葵
祭
）
と

密
接
な
繋
が
り
を
今
も
残
し
て
い
る
の

で
す
。「
斎
院
」
と
は
、「
斎
王
」
と
い

う
、
賀
茂
の
神
に
仕
え
る
予
定
の
皇
族

の
女
性
が
、
精
進
潔
斎
の
た
め
に
過
ご

す
施
設
の
こ
と
で
、
当
時
の
朝
廷
が
管

理
す
る
役
所
兼
宿
泊
施
設
の
よ
う
な
場

所
だ
っ
た
の
で
す
。

★
「
上か
み
ご
り
ょ
う
ば
ば
ち
ょ
う

御
霊
馬
場
町
」

　

上
御
霊
前
通
寺
町
西
入

　
「
御
霊
神
社
」通
称
名「
上
御
霊
神
社
」

は
、古
代
、出
雲
族
の
氏
寺
で
あ
る
「
上

出
雲
寺
」
の
鎮
守
の
社
で
あ
る
と
さ
れ

ま
す
。「
下
出
雲
寺
」
の
鎮
守
の
社
は

「
下
御
霊
神
社
」
で
、
こ
ち
ら
は
現
在
、

寺
町
丸
太
町
に
移
転
し
、
中
京
区
内
に

あ
る
歴
史
の
古
い
神
社
で
す
。
私
は
学

生
時
代
か
ら
、
御
霊
神
社
の
周
囲
を
頻

繁
に
自
転
車
で
通
り
、
そ
の
都
度
神
社

の
南
側
の
道
が
非
常
に
幅
広
い
こ
と
に

驚
い
て
い
た
も
の
で
し
た
。
ど
う
や
ら

現
在
境
内
の
南
を
東
西
に
走
る
通
り
は

「
馬
場
」
の
跡
の
よ
う
で
す
。

　

今
も
５
月
の「
御
霊
祭
」で
は
、神
輿

が「
ほ
い
っ
と
！
ほ
い
っ
と
！
」の
掛
け

声
と
共
に
、
こ
の
馬
場
跡
を
巡
り
ま
す
。

★
「
幸
さ
い
の
か
み
ち
ょ
う

神
町
」

　

寺
町
通
上
立
売
一
筋
下
ル 

西
入

　

出
町
柳
か
ら
商
店
街
を
抜
け
、
西
へ

５
０
０
ｍ
も
歩
け
ば
達
す
る
住
宅
街
の

一
角
に
、
今
も
「
幸
さ
い
の
か
み
の
や
し
ろ

神
社
」
と
呼
ば
れ

る
神
社
が
建
っ
て
い
ま
す
。
一
説
に

は
古
代
に
建
て
ら
れ
た

「
下
出
雲
寺
」
の
西
の

境
界
を
表
し
て
い
る
の

で
は
、
と
推
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

櫟谷七野神社　石碑と鳥居

御霊祭　神輿渡御の様子

幸神社　鳥居

　
「
幸
」
は
「
賽さ
い

」
に
通
じ
、
エ
リ
ア

の
端
を
表
す
「
賽
」
が
後
に
同
じ
発
音

で
縁
起
の
良
い
漢
字
「
幸
」
に
改
め
ら

れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

神
社
の
境
内
に
は
石
神
様
が
祀
ら

れ
、
本
殿
奥
の
建
築
彫
刻
に
は
「
猿
」

が
彫
ら
れ
る
等
、
平
安
京
の
鬼
門
封
じ

の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
伝
え
ら
れ

ま
す
。

※
な
お
、
周
辺
に
は
「
櫟
谷
七
野
神
社
」
由
来
と
考
え
ら

れ
る
町
名
が
ま
だ
幾
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
そ
の

代
表
と
し
て
、
上
記
４
町
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

画像協力：上京区役所

今回紙面登場の町名 エリアを確認

社横町・社突抜町
竪社北半町・竪社南半町

若宮竪町・若宮横町・東若宮町・
西若宮北半町・西若宮南半町

幸神町

上御霊馬場町

神明町

馬喰町

天神北町
上天神町
下天神町

清明町
竪神明町
横神明町
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新
上
京
の
昔
ば
な
し

京
が
都
で
は
な
く
な
っ
た

京
が
都
で
は
な
く
な
っ
た

　

１
８
６
８
年
９
月
３
日
（
慶
応
４
年

７
月
17
日
）
に
江
戸
の
名
称
を
東
京
と

改
め
る
「
江
戸
ヲ
称
シ
テ
東
京
ト
為
ス

ノ
詔
書
」
が
発
せ
ら
れ
、
元
号
は
明
治

と
定
め
ら
れ
た
。
同
年
11
月
26
日
（
慶

応
４
年
10
月
13
日
）
に
天
皇
が
東
京
に

行
幸
、
こ
れ
に
従
う
貴
族
や
官
吏
も
多

か
っ
た
。
京
都
市
民
へ
の
配
慮
な
ど
か

ら
天
皇
は
い
っ
た
ん
京
都
に
戻
っ
た
も

の
の
、
翌
69
（
明
治
2
）
年
に
再
び
行

幸
す
る
際
、「
天
皇
の
東
京
滞
在
中
」
と

し
た
上
で
太だ
じ
ょ
う
か
ん

政
官
が
東
京
に
移
さ
れ
た
。

　

太
政
官
は
「
祭
政
一
致
」
を
原
則
と

し
た
二
官
六
省
の
復
古
的
な
官
制
で
、

ま
ず
神じ
ん

祇ぎ

官か
ん

が
復
活
し
て
太
政
官
よ
り

上
位
に
位
置
し
、
太
政
官
の
下
に
民
部

省
・
大
蔵
省
・
兵
部
省
・
刑
部
省
・
宮

内
省
・
外
務
省
が
設
け
ら
れ
た
。

　

一
方
、
京
都
で
は
京
都
御
所
は
そ
の

ま
ま
残
っ
た
が
、
71
（
明
治
４
）
年
ま

で
に
大
蔵
省
・
兵
部
省
・
刑
部
省
な
ど

の
京
都
留
守
・
出
張
所
が
廃
さ
れ
、「
東

西
両
京
に
置
い
た
」
は
ず
の
中
央
行
政

機
関
が
次
々
に
消
え
て
い
っ
た
。
こ
れ

よ
り
先
、
留り
ゅ
う
し
ゅ
か
ん

守
官
（
君
主
不
在
の
皇
都

で
代
理
と
し
て
国
政
に
当
た
ら
せ
る
名

目
で
置
か
れ
た
官
職
）
は
70
（
明
治
３
）

年
5
月
に
京
都
府
か
ら
宮
中
に
移
さ
れ
、

同
年
12
月
に
京
都
の
宮
内
省
に
合
併
、

翌
71
（
明
治
4
）
年
８
月
23
日
に
は
廃

さ
れ
、
東
京
へ
の
首
都
機
能
移
転
は
覆

す
こ
と
が
出
来
な
い
現
実
と
な
っ
た
。

　

京
都
が
都
で
は
な
く
な
る
。
そ
ん
な

は
ず
は
な
い
。
誰
が
そ
ん
な
こ
と
を
言

う
て
る
の
か
。
市
中
―
こ
と
に
上
京
の

住
民
か
ら
は
悲
鳴
に
も
似
た
声
が
沸
き

上
が
っ
た
。
け
れ
ど
も
近
所
に
お
住
ま

い
の
は
ず
の
お
公
家
さ
ん
が
い
つ
の
間

に
や
ら
居
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
あ
れ
ほ

ど
出
入
り
が
多
か
っ
た
薩
摩
藩
の
京
屋

敷
が
ひ
っ
そ
り
と
し
て
い
る
。「
天
皇
は

ん
を
と
ら
れ
た
ら
あ
か
ん
」
の
声
が
住

民
か
ら
巻
き
上
が
っ
た
が
遅
か
っ
た
。

政
府
の
通
信
担
う
驛
逓
司

政
府
の
通
信
担
う
驛
逓
司

え
き
て
い

し

え
き
て
い

し

　

駅え
き

逓て
い

司し

は
68
年
６
月
11
日
（
慶
応
４

年
閏
４
月
21
日
）
に
民
部
省
の
下
に
設

置
さ
れ
、
政
府
の
運
輸
・
通
信
部
門
を

担
っ
た
。
京
都
に
は
出
張
駅
逓
司
が
置

か
れ
た
が
、
翌
69
（
明
治
２
）
年
５
月

に
早
く
も
「
廃
シ
其
ノ
事
務
ヲ
京
都
府

ニ
属
ス
」
こ
と
に
な
っ
た
。「
元
年
閏

四
月
廿
一
日
京
都
宿
駅
役
所
ヲ
改
メ
駅

逓
役
所
ト
称
ス
」
と
さ
れ
て
か
ら
、
わ

ず
か
１
年
の
命
だ
っ
た
。

　

駅
逓
司
は
発
足
し
た
も
の
の
、
新
政

府
に
は
新
し
い
通
信
制
度
を
生
み
出
す

知
恵
も
資
金
も
乏
し
く
、
旧
幕
府
時
代

の
宿
駅
や
飛
脚
の
制
度
が
そ
の
ま
ま
続

き
、
同
年
12
月
に
東
京
・
京
都
間
の
運

輸
・
通
信
を
重
要
視
し
た
証あ
か
しと
も
言
え

る「
御
用
状
京
都
へ
定
便
差
立
の
規
則
」

が
定
め
ら
れ
た
（
※
１
）。

「
新
式
郵
便
」
始
ま
る
⑴
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こ
の
規
則
で
は
東
京
か
ら
京
都
ま
で

御
用
状
（
公
用
便
）
を
運
ぶ
飛
脚
賃
は

「
一
三
日
限
便
で
金
廿
三
両
」「
書
状
の

目
方
（
重
さ
）
は
五
百
匁
ま
で
」
と
決

め
ら
れ
、
別
に
「
人
足
六
人
分
の
賃
金

十
八
両
壹
分
二
朱
余
」が
必
要
だ
っ
た
。

現
在
と
は
貨
幣
価
値
が
異
な
り
一
概
に

換
算
出
来
な
い
が
、
途
方
も
な
い
高
額

だ
っ
た
こ
と
は
察
せ
ら
れ
る
。

　

こ
れ
よ
り
早
く
民
間
の
定じ
ょ
う
び
き
ゃ
く
ど
ん
や

飛
脚
問
屋

仲
間
は
69
（
明
治
２
）
年
８
月
か
ら
増

便
し
、
新
政
府
も
こ
れ
に
応
じ
て
東
海

道
の
定
飛
脚
荷
物
の
継つ
ぎ
た
て
り
ょ
う

立
料
を
旧
幕
府

時
代
の
規
定
の
10
倍
以
上
に
引
き
上
げ

て
い
た
が
、
高
騰
す
る
物
価
に
比
べ
て

安
す
ぎ
た
。

　

御
用
状
は
「
定
日
七
ツ
時
迄
ニ
驛
逓

司
ヘ
」
差
し
出
す
よ
う
に
定
め
て
い
る

が
、
そ
の
後
す
ぐ
に
「
格
別
之
御
用
柄

ハ
不
在
此
限
（
特
別
の
事
情
が
あ
る
時

は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
）」
と
抜
け

道
を
記
し
て
お
り
、
現
代
の
公
務
員
気

質
に
も
通
じ
る
の
で
は
と
思
わ
ず
笑
っ

て
し
ま
う
。

欧
米
並
み
の「
新
式
郵
便
」

欧
米
並
み
の「
新
式
郵
便
」

　

東
京
・
京
都
間
の
飛
脚
料
金
が
一
年

間
で
一
体
い
く
ら
掛
か
っ
て
い
た
の
か
、

新
政
府
に
そ
れ
を
い
つ
ま
で
も
負
担
で

き
る
財
力
が
あ
っ
た
と
は
考
え
難
い
。

　

70
（
明
治
３
）
年
３
月
に
は
「
京
都
・

東
京
間
に
お
け
る
毎
月
６
回
公
用
便
の

往
復
６
日
を
10
日
と
改
め
、
京
都
・
大

阪
―
東
京
間
往
復
急
公
用
状
を
三
都
定

飛
脚
に
託
す
こ
と
を
止
め
、
別
に
賃
銭

を
定
め
て
逓
送
す
る
こ
と
を
決
め
る
」

（
京
都
府
史
・
下
）
な
ど
改
善
に
努
め

た
も
の
の
、「
こ
れ
で
は
だ
め
だ
。
わ

が
国
も
欧
米
諸
国
と
同
様
の
『
新
式
郵

便
』
を
創
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
考
え
た
の
が
70
（
明
治
３
）
年
４
月

に
租そ
ぜ
い
ご
ん
の
か
み

税
権
正
に
命
ぜ
ら
れ
た
前ま
え
じ
ま
ひ
そ
か

島
密

（
１
８
３
５
―
１
９
１
９
）
だ
っ
た
。

　

前
島
は
越
後
国
頚く
び

城き

郡ぐ
ん

（
現
在
の
新

潟
県
上
越
市
）
の
豪
農
に
生
ま
れ
、
新

政
府
に
出
仕
す
る
ま
で
、
東
京
大
学
の

前
身
に
当
た
る
薩
摩
藩
の
洋
学
校
「
開

成
所
」
の
蘭
学
講
師
、
数
学
教
授
な
ど

を
勤
め
て
い
た
が
、
租
税
権
正
就
任

1
カ
月
後
に
は
さ
ら
に
駅え
き
て
い
ご
ん
の
か
み

逓
権
正
を
兼

務
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

定
飛
脚
問
屋
に
支
払
う
多
額
の
公
文

書
運
送
費
や
伝て
ん

馬ま

所じ
ょ

、
助す
け

郷ご
う

が
も
た
ら

す
弊
害
を
改
善
す
る
に
は
古
代
か
ら
続

く
飛
脚
制
度
の
改
革
が
何
よ
り
必
要

で
、
そ
の
た
め
に
も
新
政
府
が
自
ら

公
用
便
だ
け
で
は

な
く
民
間
の
私
用

便
を
含
め
た
書
状

の
送
達
を
取
り
扱

い
、
料
金
は
賃
銭

切
手
で
国
家
に
事

前
に
支
払
う
『
官

営
の
通
信
事
業
』

制
度
に
変
え
な
け

れ
ば
国
家
の
安
泰
が
図
れ
な
い
。
こ
れ

が
、
前
島
が
描
く
「
新
式
郵
便
」
制
度

で
、
同
年
６
月
に
民
部
・
大
蔵
両
省
会

議
へ
建
義
を
提
出
し
た
。

利
益
を
見
込
ん
だ
前
島
密

利
益
を
見
込
ん
だ
前
島
密

　

前
島
は
長
崎
留
学
中
に
出
会
っ
た
宣

教
師
チ
ャ
ニ
ン
グ
・
ム
ー
ア
・
ウ
イ
リ

ア
ム
ズ
（
１
８
２
９
―
１
９
１
０
、
後

に
立
教
大
学
の
創
始
者
）
か
ら
ア
メ
リ

カ
の
通
信
制
度
を
学
び
、
自
ら
の
構
想

を
体
系
づ
け
て
い
っ
た
。
そ
れ
は「『
密

「新式郵便」創業時の
書状集箱（後世の参考品）

前島密を描いた普通切手。左から 1946 年発行の 15
銭、47 年発行の 1 円。51 年発行の 1 円からは同じ
肖像図案だが、額面が銭単位（51 年）、円単位（52 年）、
円単位右下にローマ字 NIPPON 入り（68 年）、同大
字（2011 年）と変わり、現在は左下に NIPPON 入
り（15 年）が使われている。
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度
』
か
ら
収
支
を
償
う
」
と
い
う
、
一

往
復
の
密
度
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ

ど
コ
ス
ト
削
減
が
出
来
る
と
い
う
考
え

方
だ
っ
た
。

　

当
時
の
東
京
か
ら
京
都
ま
で
一
往
復

の
経
費
を
２
８
６
貫
２
２
０
文
（
夜
行

の
護
衛
を
含
め
）
と
し
て
、
新
政
府
の

御
用
状
だ
け
で
は
な
く
民
間
の
書
状
を

合
わ
せ
て
一
往
復
に
３
０
０
通
を
伝
送

す
れ
ば
１
通
当
た
り
９
５
４
文
の
計
算

と
な
る
。
こ
れ
に
諸
経
費
が
必
要
だ
と

し
て
も
、
東
京
か
ら
京
都
ま
で
一
貫
４

０
０
文
、
同
じ
く
大
阪
ま
で
一
貫
５
０

０
文
と
す
れ
ば
十
分
に
収
支
が
償
え

る
。
さ
ら
に
東
海
道
筋
各
地
で
の
取
り

扱
い
便
を
見
込
め
ば
、
収
入
は
す
べ
て

利
益
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　

建
議
は
太
政
官
の
決
裁
を
得
て
、
前

島
を
中
心
に
▽
東
京
―
京
都
・
大
阪
間

に
施
行
す
る
、
▽
送
達
は
飛
脚
に
よ
る

継
走
と
す
る
、
▽
各
地
宛
の
料
金
を
個

別
に
算
出
す
る
、
ま
た
郵
便
物
を
収
集

す
る
た
め
の
書
状
集
箱
（
現
在
の
郵
便

ポ
ス
ト
）
を
置
く
こ
と
や
、
料
金
前
納

制
を
実
施
す
る
た
め
予
め
切
手
を
発
行

す
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
た
。

開
設
を
杉
浦
譲
に
託
し
て

開
設
を
杉
浦
譲
に
託
し
て

　

と
こ
ろ
が
前
島
は
70
年
７
月
15
日（
明

治
３
年
６
月
17
日
）、
鉄
道
敷
設
の
資
金

調
達
に
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ
た
た
め
大

蔵
大
た
い
じ
ょ
う丞、
上う
え

野の

景か
げ

範の
り

の
差さ
し

添ぞ
え

と
し
て
イ

ギ
リ
ス
出
張
が
命
じ
ら
れ
、
駅
逓
権
正

の
兼
任
を
解
か
れ
た
。
こ
の
た
め
自
ら

建
議
し
た「
新
式
郵
便
」の
開
設
準
備
は
、

後
任
の
杉す
ぎ
う
ら
ゆ
ず
る

浦
譲
（
１
８
３
５
―

１
８
７
７
）
に
託
さ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。

　

杉
浦
は
前
島
の
新
式
郵
便
制

度
構
想
の
修
正
・
具
体
化
を
進

め
、
71
年
３
月
14
日
（
明
治
４

年
正
月
24
日
）
に
太
政
官
布
告

「
東
海
道
筋
ニ
新
式
郵
便
ヲ
開

キ
其
規
則
ヲ
定
ム
」
が
出
さ
れ

た
。
こ
れ
よ
り
先
、
同
年
1
月

17
日
（
明
治
３
年
11
月
27
日
）

に
「
京
都
府
下
姉
小
路
車
屋
町

旧
金
座
跡
ニ
駅
逓
司
郵
便
役
所

ヲ
設
ク
」、
１
月
24
日
（
明
治

３
年
12
月
４
日
）
に
「
郵
便
開

設
ニ
付
書
状
集
箱
及
切
手
売
捌
所
掲
札

ヲ
定
ム
」（
※
２
）
な
ど
を
通
達
し
て

い
る
。書

状
は
36
時
一
貫
四
百
文

書
状
は
36
時
一
貫
四
百
文

と
き
と
き

　
「
新
式
郵
便
ヲ
開
ク
」
太
政
官
布
告

で
は
▽
71
年
４
月
20
日
（
明
治
４
年

３
月
１
日
）か
ら
東
京
―
西
京（
京
都
）・

大
阪
の
間
を
39
時と
き

で
結
ぶ
郵
便
制
度
を

始
め
る
、
▽
料
金
は
東
京
よ
り
西
京
ま

で
36
時
一
貫
四
百
文
、
同
大
阪
ま
で
39

時
一
貫
五
百
文
、
西
京
か
ら
大
阪
ま
で

３
時
６
分
百
文
（
※
３
）
な
ど
距
離
に

応
じ
て
料
金
が
高
く
な
る
、
▽
切
手
は

「
賃
銭
切
手
」
と
呼
び
、
銭
四
十
八
文
、

銭
百
文
、
銭
二
百
文
、
銭
五
百
文
の
４

額
面
を
発
行
。
京
都
府
へ
は
５
万
２
千

枚
を
交
付
す
る
、
▽
東
海
道
各
駅
に
継つ
ぎ

立た
て

場ば

（
後
の
郵
便
取
扱
所
）
を
設
け
飛

脚
夫
を
配
置
す
る
、
▽
飛
脚
夫
一
人
が

運
ぶ
荷
物
の
重
量
は
３
貫
目（
約
11
㎏
）

ま
で
で
、
２
時
間
に
５
里
（
約
20
㎞
）

進
む
こ
と
と
し
、
安
全
確
保
の
た
め
夜

間
に
は
随ず

い

行こ
う

員い
ん

一
人
を
付
け
る
―
な
ど

と
細
か
く
示
さ
れ
た
。

番
組
小
で
切
手
を
売
捌
く

番
組
小
で
切
手
を
売
捌
く

　

京
都
で
は
さ
ら
に
、▽
「
賃
銭
切
手
」

は
駅
逓
司
郵
便
役
所
（
後
に
三
条
東
洞

院
の
現
中
京
郵
便
局
の
地
に
移
転
）
の

他
、
上
・
下
京
の
番
組
小
学
校
で
も
売

捌
く
、
▽
書
状
集
箱
も
同
役
所
の
他
、

烏
丸
下
立
売
上
る
田た

中な
か

勘か
ん
え
も
ん

右
衛
門
宅
、

大
宮
今
出
川
上
る
上
京
十
一
番
組
小
学

校
（
の
ち
桃
薗
小
学
校
）、
五
条
寺
町

京都にあった創業時の書状集箱（郵政博物館収蔵の歴史資料写真）
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東
北
角
岡お
か

本も
と

彌や

兵へ

衛え

宅
、
四
条
室
町
東

入
南
側
山や
ま

本も
と

伊い

三さ
ぶ

郎ろ
う

宅
の
各
軒の
き

先
に
置

く
こ
と
な
ど
が
周
知
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
て
迎
え
た
１
８
７
１
年
４
月

20
日
（
明
治
４
年
３
月
１
日
）
の
「
新

式
郵
便
創
業
」。
今
年
２
０
２
１
年
は

そ
れ
か
ら
１
５
０
周
年
を
数
え
る
。

（
次
号
に
続
く
）

※
１
、
※
２
、
※
３
は
「
京
都
府
百
年

の
資
料
」
七
建
設
交
通
通
信
編
（
１
９

９
２
年
刊
）
に
よ
る

（
福
井　

和
雄
）

（
※
１
）「
御
用
状
京
都
へ
定
便
差
立
の
規
則
」

　

明
治
元
年
十
二
月
二
十
四
日

　

法
令
全
書
第
千
百
四
十
一
（
行
政
官
）
五
官
東
京
府

　

諸
官
ヨ
リ
御
用
状
京
都
へ
差
立
之
定
賃
別
紙
之
通
ニ

テ
日
々
差
立
方
幾
度
ニ
モ
及
候
テ
ハ
御
失
費
不
容
易
儀

ニ
付
以
来
京
師
へ
定
便
毎
月
五
十
定
日
卜
相
定
六
日
切

ヲ
以
被
差
立
候
間
諸
官
ト
モ
精
々
入
念
御
用
状
相
纏
メ

右
定
日
ニ
可
差
出
様
屹
度
相
心
得
可
申
事

　

但
定
日
七
ツ
時
迄
ニ
辰
ノ
囗
驛
逓
題
司
へ
可
差
出
事

　

格
別
之
御
用
柄
ハ
不
在
此
限

　

右
之
通
御
規
定
相
立
候
問
爲
心
得
申
達
候
事

　

覺

　

東
京
ヨ
リ
京
都
迄
仕
立
て
飛
脚
費

　

一
三
日
限
便
金
廿
三
両

　

但
目
方
五
百
目
迄

　

宿
繼
ニ
テ
ハ
人
足
六
人
拂
此
賃
金
十
八
両
壹
分
二
朱
餘

　

一
四
日
限
便
金
七
両

　

但
右
同
断

　

同
人
足
五
人
拂
此
賃
金
十
五
両
一
分
一
朱
餘

　

※
以
下
、

　

一
五
日
限
便
金
七
両
、
人
足
四
人
拂
賃
金
十
二
両
一

分
餘

　

一
六
日
限
便
金
六
両
、
人
足
三
人
拂
賃
金　

九
両
三

朱
餘

　

一
八
日
限
便
金
四
両
、
人
足
二
人
拂
賃
金　

六
両
二

朱
餘

　

二
十
日
限
便
金
二
両
二
分
、
人

足
一
人
拂
賃
金　

三
両
一
朱
餘
」

（
※
２
）
郵
便
開
設
ニ
付
書
状
集

　
　
　

 

箱
及
切
手
売
捌
き
所
掲

　
　
　
札
ヲ
定
ム

　

明
治
三
年
十
二
月
四
日

　

法
令
全
書
第
八
百
八
十
九

（
達
）（
太
政
官
）

名
護
屋
藩　

静
岡
藩　

淀　

藩

膳
所
藩　

桑
名
藩　
　

豊
橋
藩

龜
山
藩　

小
田
原
藩　

高
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「書状集箱」が置かれた街角には
150 年が過ぎた現在も郵便ポストが立っている

上は姉小路車屋町、下は下立売烏丸

京都から各地への所要時間と賃銭表



─ 15 ─ ─ 14 ─

　本年度の「上京薪能」および「上京茶会」は、昨年度に引き
続き、新型コロナウイルスの影響により開催をとりやめまし
た。楽しみにされていた皆様にはお詫び申し上げますと共
に、ご理解くださいますようお願い申し上げます。一刻も早
い感染拡大の収束と、皆様の安全をお祈り申し上げます。

　「上京-史蹟と文化」に有料広告の掲載を希望する広告主
を募集します。商品のＰＲや企業のイメージアップに、ぜひ
ご検討ください。
　問合せ：上京区役所地域力推進室（まちづくり推進担当）
　TEL 075-441-5040  FAX 075-441-2895

　上京区役所前の花壇は、ボランティアの皆様に、毎日水やりや手入れをして
いただいています。また、年に２回、季節の花々に植え替える「一斉植替え」を行
っています。
　現在、色とりどりのハイビスカスと、立派なゴールドクレストが植えられてい
ます。一緒に花のお世話をしてみませんか？
興味をお持ちの方は電話、FAX又は、窓口（１階①番窓口）にてお申込みください。
対　象：区内在住の１８歳以上の方（高校生除く）
問合せ：上京区役所地域力推進室（まちづくり推進担当）　TEL ０７５－４４１－５０４０　FAX ０７５－４４１－２８９５

活動ボランティア募集活動ボランティア募集
「みんなで花を咲かそう」「みんなで花を咲かそう」

表紙写真　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　 

　梨木神社は、贈右大臣正一位三條実萬公と内大臣正一位大勲位公爵三條実美公の二柱の神様をお祀りしており、学問・文芸
の神様として崇拝を集めている。境内には、雨月物語の著者である上田秋成翁や日本最初のノーベル賞受賞者である湯川秀
樹博士の歌碑が建立されている。
　「萩」は、万葉集を代表とする植物で、「萩の宮」と称するほど，境内には萩が咲き誇り、古今を通じて和歌が詠まれ、現在も京
の萩の名所として参拝者の目を潤す場となっている。

さんじょうさねつむ さんじょうさねとみ

表紙写真表紙写真
じんじゃなしのき

　　　　　　　　　　　　　 梨木神社（京都市上京区寺町通広小路上ル）：萩
　　　　　　　　　　　　　 撮影:写真家 水野克比古氏

【上京区文化振興会の事業について】 【広告主募集中】本誌に広告を掲載しませんか？
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「
上
京
・
史
蹟
と
文
化
」
は
上
京
区
役
所
地
域
力
推
進
室
ま
ち
づ
く
り
推
進
担
当
で
販
売
致
し
て
お
り
ま
す
。（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
４
４
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─
５
０
４
０
）

ま
た
、
上
京
区
役
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

表紙題字／吉川蕉仙氏　　表紙写真／梨木神社：萩　水野克比古氏
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